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仮想的有能感と基本的自尊感情・社会的自尊感情との関連
一心理教育的プログラムの探索的検討ー
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概要

本研究では，対人関係において様々な問題との関連が指摘されている仮想的有能感につ

いて，基本的自尊感情と社会的自尊感情のバランスとの関連を明らかにし，仮想的有能感

を低減させるための心理教育的介入について検討した。 仮想的有能感と基本的自尊感情と

社会的自尊感情のバランスを検討したところ，基本的自噂感情が低く社会的自尊感情のみ

が高いタイプの仮想的有能感が高いことが明らかになった。心理教育的介入を行ったとこ

ろ，基本的自尊感情は高まったが， 仮想的有能感の低減には至らなかった。

キーワード ；仮想的有能感，基本的自尊感情，社会的自尊感情，心理教育的介入

問題と目的

人は誰しも本能的に他者より“優位”でありたいという感覚を持っている。そして自身

の価値が揺らいだり脅かされた際i己自然に自分より下位にいる人の存在を感じて安心し

たり優越感を得たりしている。私たちは時に自分より低い立場にある人を感じることで「自

分は最低ではないJと，精神的な健康を保っている。このような側面を扱う概念と して仮

想的有能感がある。仮想的有能感とは f自己の直接的なポジティブ経験に関係なく他者の

能力を批判的に音利面，軽視する傾向に付随して生じる有能さの感覚J（速水 ・木野 ・高木，

2004）と定義されている。つまり，自身の実績や実力にかかわらず，他者を過少に評価する

ことで得ようとする自己の有能さの感覚である。

仮想的有能感研究では，仮想的有能感尺度但ayamizu,Kino, Takagi, ＆’ran, 2004）と

Rosenbergの自尊感情尺度の組み合わせで類型化が行われ研究が進められている（速水・小

平，2006；島， 2012など）。中でも図1（速水 ・小平， 2006）に示された類型のうち，仮想的

有能感の高い群が不適応的であると考えられており，様々な問題との関連が明らかになっ

ている。仮想的有能感といじめについて，松本 ・山本 ・速水位009）は，仮想型 ・全能型の

いじめ加害経験，被害経験が多く ，侃想的有能感がいじめに強く関連する可能性を指摘し

てしも。また，小平 ・青木 ・速水（2008）は，仮想型が友人や教師に対する援助要請の困難
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－さを抱えていることから，仮想的有能感が適切な対人関係を築く妨げになっていると指摘

している。さらに，仮想型は対λ関係に関わる出来事に対して，敵意感情，抑うつ感情を

経験していることが示されている（小平・小塩・速水， 2007）。このように仮想的有能感の

高い個人は様々な困難を抱えている様子が窺える。

他者軽視（低）

自尊感情（高）

自尊型

萎縮型

人ム包刑
ゴニ目Eコ二

仮想、型

自尊感情（低）

他者軽視（高）

図1 仮想的有能感の4類型（速水・小平， 2006)

自尊感情はウィリアム・ジェームスの「心理学原理Jで成功を要求で除したものという

定義に端を発し，古くから研究されている。日本ではRosenberg(l965）の定義した自尊感

情が多く用いられている。自尊感情には「goodenoughJ と「verygoodJの2つの意味が

ある。前者は自己の設定した価値基準に照らして「自分はこれでよしリと受容・肯定する

感覚である。一方で，後者は，他者より優れているという認知をし，他者からそう認知さ

れることで得られる優越感のような感覚である。両者の違いは価値基準が自己に照会され

ているか外界の基準に依拠しているかという違いがあるとされる。Rosenbergは，前者の

「goodenough」の自尊感情を重要視し尺度を作成している。しかし，尺度項目に「人並

みには価値ある人間であるJという項目があるように他者との比較を示唆する部分もある

ため，包括的な自尊感情尺度であると考えられている。小塩・西野・速水（2009）は，

Rosenbergの自尊感情を潜在的自尊感情と顕在的自尊感情に分けて，仮想的有能感との関

連を検討し，顕在的自尊感情が低く，潜在的自尊感情の高い個人が最も他者を軽視する傾

向があることを明らかにした。近藤（2010）は，基本的自尊感情と社会的自尊感情の 2つを

定義している。前者は，他者との比較や相対的な評価によるものではない，絶対的に自分

はこのままでよい，と思える感情である。一方で後者は他者との比較・優劣によって形成

される感情であり，他者より優れていれば高まるとされている。このように自尊感情を 2

軸から捉える研究が近年増加している。近藤（2010）によると，基本的自尊感情・社会的自

, 
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尊感情の研究は，自尊感情を外的基準から形成されるものと外的基準によらない絶対的な

自己価値から形成されるものとを区別して扱い，さらにそのバランスについて重要視して

いるという鞘教がある。基本的自尊感情も社会的自尊感情も包括的な自尊感情のー側面で

あることが想定されており，両者は正の相｜調を示すことからそれぞれが独立したものでは

なく，相互に影響しあって形成されている可能性が高く， 2つの領域を明確に区別するこ

とは難しい。しかし， 2軸をバランスからとらえることは自尊感情の性質を明らかにする

うえで一定の価値があると考える。

よって本研究では，自尊感情について基本的自尊感情 ・社会的自尊感情のバランスとい

う視点を用いて，仮想的有能感との関連について明らかにすることを目的とする。

研究 I

目的

基本的自尊感情が低く社会的自尊感情が高い群は，自尊感情が他者との相対評価によっ

て形成される社会的自尊感情によって支えられているため，不安定であり，それを補うた

めに見下しを行うため，その他の群と比べ，仮想的有能感が高くなると仮説を立て検証す

ることを目的とした。

方法

調査対象者 中部 ・ 関東 ・ 九州地方の大学生 331 名（男性 183 名，女性 14~名，平均年

齢 19.68歳，標準偏差3.29）を対象とした。

調査内容 本調査の質問紙には，次の2つの尺度を用いた。一つ目は， Hayamizuet al. 

(2004）によって作成された仮想的有能感尺度である。質問項目は11項目。教示文は「あな

たは普段の生活の中で，以下のように思ったり感じたりすることがどの程度ありますか。

例にならい数字に丸をつけてくださしリであり， 「よく思う」「ときどき思うJ「どちらとも

言えないJfあま り思わない」 「全く思わないJの5件法で回答を求めた。 二つ目は，近藤

(2010）によって作成された基本的自尊感情尺度 ・社会的自尊感情尺度である。質問項目は

18項目。教示文は f次の文章を読んで自分の気持ちに1番ぴったりする答えのところにO
をつけてください。Jであり， fとてもそう思うJ「そう思うJ「そう思わないj f全然そう思

わない」の4件法で回答を求めた。

手続き 中部地方の被験者については，授業終了後iこ調査内容等についての説明を行い，

同意を得られた者に対し質問紙を配布し実施した。関東 ・九州地方の被験者についても，

調査の実施を依頼した者が，同様の手続きを経て調査を実施した。

調査時期 2016年 7月から 11月

結果

基本的自尊感情 ・社会的自尊感情のバランスによる類型化 自尊感情を基本的自尊感

情 ・社会的自尊感情のバランスによって捉えるために，基本的自噂感情尺度 ・社会的自尊
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感情尺度を用いてそれぞれの平均値を基準に高群と低群に分け，基本的自尊感情（高； B,

低 ；b）と社会的自尊感情（高； S，低 ；s）のそれぞれの高低から 4群に分類した。その結果，

SB型（n=162),Sb型（n=32),sB型（n=80),sb型な1=57）となった（表 1，表 2）。

N=331 

仮想的有能感

自尊感情

社会的自尊感情

基本的自尊感撞

表1 各尺度の記述統計

平均値 標準偏差歪度 尖度

29.34 7. 73 0.28 0.20 

30.21 6. 73 ー0.21 0. 12 

14.04 3.03 ー0.19 『 0.08

15.51 2. 52 申 0.50 1. 11 

表2 4類型毎の仮想的有官包惑得点

SBのバランス

SB型（n=162)
Sb型 （n=32)
sB型（n=80)

sb型包三§7)
F 
f 

仮想的有能感得点

平均値 標準偏差

28. 12 7. 94 
33.81 7.92 
29. 11 6. 87 
30. 60 7. 31 

5.64 
0.23 

多重比較（HSD法） Sb> SB= sB 

最小値 最大値

11. 0 55. 00 

10.0 47.00 

6.0 22.00 

6.0 22.00 

基本的自尊感情 ・社会的自尊感情の類型ごとの仮想的有能感得点との関連 類型化した

基本的自噂感情 ・社会的自尊感情のバランス侶B型，Sb型， sB型， sb型）を独立変数，仮

想的有能感得点、を従属変数とし， l要因分散分析を行った。その結果， 群の効果は有意だ

った（F(3,327) = 5.645, pく .001,effect size f= .228）。そこでプーノレドSDを用いた t

検定による多重比較を行った（α＝0.05, 両側l検泊。その結果， Sb型の仮想的有能感得

点が SB群より有意に大きく（adjustedpく .001）， さらに sB型よ り有意に大きかった

(adjustedpく .001）。また， sb型よりも大きい傾向であった（aφ；ustedp = .084）。SB型

と， sB型の平均の差は有意でなかった（aφ；ustedp=.340）が，sb型とは有意傾向であった

(adjusted p = .070）。sB型とsb型の平均の差は有意で、なかった白φ；ustedp = .311）。

考察

研究Iでは，仮想的有能感と基本的自尊感情 ・社会的自陣感情のバランスとの関連を明

らかにすることを目的とした。結果より，社会的自噂感情が高く ，基本的自尊感情が低い



石川祐樹 ・茅野理恵、：仮想的有能感と社会的自尊感情 ・基本的自毒事感情 5 

Sb群の仮怨的有能感が他の群と比べて，高いことが明らかになったoJI I村・戸田（2015）は，

自尊感情の変動性に着目し，自尊感情が脅かされた際に回復 ・維持の手段として怒りや他

者軽視が用いられる可能性について示しているが，本研究の結果も，これを支持するもの

であると考える。つまり Sb群は，周囲との相対的な評価によらない安定した基本的自尊

感情が低いうえに，周囲との相対評価によって形成される社会的自噂感情のみが高いとい

うことは，たとえ全体として自尊感情が高くとも周囲の状況の変化によって揺れ動く とい

う不安定さを抱えており，自尊感情が脅かされ易い状況にある。そのため，結果的に高い

自尊感情を維持する方法として他者軽視を行っていると推察される。

Sb型が他の群と比べ，仮想的有能感が高し呼頃向にあるということから，たとえ自尊感情

が高くともその高さが社会的自尊感情で構成されている場合，不適応的な状態に陥る可能

性があるといえる。自尊感情研究の多くは自噂感情の適応的な側面に注目されて進められ

ているが，自尊感情と不適応的なものとの関連を明らかにしている研究も存在する(J11村 ・

戸田， 2015）。研究Iの結果からは，自尊感情を高める際に，そのバランスに注意する必要

性について言及できる。自尊感情のうち，社会的な側面ばかりを向上させると仮想的有能

感の高い全能型八移行する可能性があるため，基本的自噂感情とのバランスを意識して向

上させる必要がある。また現在，自尊感情向上プログラムは，様々開発されているが（橋本・

小泉， 2013；堀川 ・柴山，2014など），自尊感情のどの側面を向上させるプログラムであ

るかに留意して知包する必要があるだろう。

研究E

目的

基本的自尊感情の向上に影響を及ぼすと推察される心理教育的プログラムを用いて，基

本的自噂感情の向上にアプローチすることで，仮想的有能感の低減がみられるかどうかを

検討する。

方法

調査対象者 中部地方の大学生 21名を対象にプログラムを実施。対象者のうち実施し

たプログラム（全3回）にすべて出席した 16名（男性7名，女性9名， 平均年齢21.0歳，

標準偏差1.94）を分析対象とした。

調査内容 本研究で作成した心理教育プログラムiの構成は，堀川｜・柴山（2015）で作成さ

れた心理教育プログラムを参考に作成した。これは否定的な認知に介入することで不安の

低減と自尊感情を向上させることを目的に作成されたプログラムであり，自己評価 ・自己

受容の向上に効果があることが明らかになっている。全6回で構成されたプログラムのう

ち，本研究では基本的自尊感情の向上に効果があると推察される否定的な認知への介入と

自己受容に焦点を当てた第3回 ・第4回・第5回のプログラムを実施した。効果指標とし

て，研究Iで用いた仮想的有能感尺度（Hayamizuet al., 2004）と基本的自尊感情・社会的
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自尊感情尺度（近藤， 2010）を用いた。

手続き被験者は，授業の際に募集を行った。心理教育プログラムを実施することにつ

いての説明を行った後，参加に同意が得られた者を後日集め実施した。心理教育プログラ

ムは週1回のペースで3回実施し，質問紙による調査はプログラム実施直前（プレテスト），

プログラム実施直後（ポストテスト），実施1か月後の 1月下旬（フォローアップテスト）の

3回実施した。プログラムの内容の適当さを検討するため，自由記述形式の振り返りアン

ケートを毎回プログラム実施後に回答を求めた。

各国とも学習内容の定着を図るため，堀川・柴山（2015）に倣い，ホームワークを課した。

調査時期 2016年 12月～2017年 1月

結果

心理教育プログラムの効果を検討するため，実施前後における各尺度の尺度得点を算出

し分散分析を行った。基本的自尊感情尺度得点において効果は有意だった仔モ＝15.50, 必

= 2, df2= 30, pく .001, effect size f= 1.02, power= 1.000）。参加者内 t検定（α＝
0.05, 両側検定）を用いた多重比較によると，基本的自尊感情尺度得点は実施直前と実施

直後（adjustedpく .001），実施直後と 1カ月後（aφ＂ustedp=.002）で実施直後が有意に高か

った。表3に仮想的有能感尺度，基本的自尊感情・社会的自尊感情尺度の記述統計を示す。

表3各時期の各尺度の尺度得点と標準偏差

仮想的有能感 平均値

霊童盤韮
自尊感情 平均値

盛翌盟韮
基本的自尊感情平均値

盤準血造
社会的自尊感情平均値

盈準血J立

考察

実結前得点、 実施後 1カ月後 多量比較

28. 13 
5. 75 
34.25 
5.80 
16.06 
L 60 
14. 69 
3. 06 

25.88 
5.98 
34.44 
6.89 
18.38 
2. 78 
14. 75 
2.63 

26. 75 
6.94 
34. 19 
5.95 
16.88 
2. 47 
15. 13 
2. 64 

実施後＞実施JliJ・l；む月後

研究Hでは，基本的自尊感情を向上させる心理教育プログラムを実施することで仮想的

有能感の低減につながるかどうかを検討することを目的とした。

結果より，基本的白尊感情はプログラム実施前より実施直後が高く，実施直後より実施

1カ月後が低いとしづ結果が得られた。このことから，今回の心理教育的プログラムの実

施により，基本的自尊感情は一時的に高まったものの，その効果は1カ月後まで維持され

ないことが示唆された。本研究において利用したプログラムは，堀川 ・柴山（2015）の全 6

回の心理教育的プログラムを参考に一部を改変し3回にかけて実施するとし、う内容で、あっ

た。そのため，基本的自尊感情の向上には効果が得られたが，複数回にわたってプログラ
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ムを実施しなければ効果が維持されない可能性が考えられた。

近藤（2010）は，基本的自尊感情は状況や時間の流れを超えて変化しにくい、あるいは変

化が少ないものと主張している。今回の結果は1カ月後の基木的自尊感情得点が低下して

いたため，この主張に反する結果となった。これは，結果として基本的自帯感情が一時的

に高まったが、十分に形成されたとは言い難いと考えられる。実施回数の問題やその内容

について精査が必要である。

また基本的自噂感情得点の平均を基準に高群と低群に分類したとき，有意な差はみられ

なかったものの，基本的自主判惑情の高群の基本的自尊感情得点が上昇する個人が低群より

も高群に多し可頃向がみられた。このことから，すでに基本的自尊感情が形成されている個

人の基本的自尊感情はプログラムの実施により維持 ・向上されるが，十分に基本的自尊感

情が形成されていなし、個人にはプログラム実施の効果が小さくなるという可能性が示唆さ

れた。このことは，心理教育的プログラムを実施した際に，平均的に基本的自尊感情が高

まったという結果が得られたとしても，最も援助を必要としている基本的自尊感情が低い

‘個人の基本的自尊感’情の向上につながっていない可能性を示唆している。全体の基本的自

尊感情の向上を目指すことは有意義ではあるが，最も焦点を当てるべき個人の基本的自尊

感情の向上には至っていない可能性があるため，今後検討していく必要がある。

また，仮想的有能感の得点にはついては有意差は見られなかったものの仮想的有能感尺

度得点は実施前よりも実施直後に低下しており， 1カ月後の調査においても実施前の得点

を下回っているという結果が得られた。有意な差が見られなかった理由について，被験者

の仮想的有能感得点の低さが考えられる。研究Iで得られた仮想的有能感得点の平均や，

他の仮想的有能感研究の尺度得点の平均値と比較して1ポイント以上今回の被験者の低想

的有能感得点の平均値は低い。そのため，低減されなかったのではなく，もともとの仮想

的有能感が低く効果が表れなかった可能性がある。今後，被験在数を増やしてさらに検討

して行く必要があるだろう。

総合考察

本研究は，仮想的有能感研究において，自尊感情を基本的自尊感情 ・社会的自尊感情と

いう 2つの側面から捉えさらにこのバランスに注目した概念を用いたことで，仮想的有能

感と自尊感情のバランスが関連することを明らかにじ，基本的自尊感情 ・社会的自尊感情

のバランスによって仮想的有能感を解釈することができる可能性を示した点に意義がある。

また，課題は多く残っているが，実際に基本的自尊感情の向上に焦点を当てたプログラム

を実施し，仮想的有能感の低減を目指す上で有効な情報を得られたことは，今後の実践研

究につながるものである。

今後の課題としては，仮想的有能感と基本的自尊感情 ・社会的自草感情がどのように影

響しあい関連しているのか明らかにすることはできていないため，この点についてさらな
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、る検討が必要である。また，近藤（2010）により作成された尺度は，一定の妥当性を示して

はいるものの，他の心理的構成概念との関連性など明らかにされていない部分が多く残さ

れている。そのため，これから吟味し知見を積み重ねていく必要があるだろう。
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